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　最後に ， 本講座 を執筆 し て い た だ い た各位と編集

に 尽 力 し て 下 さ っ た講座担当委員 の 各位 に ， 心か ら

厚 く感謝 を表 します 。

本講座担 当委員　新舎　博 ， 辻　厚志 ， 八谷好高，

　　　　　　　　 伊藤　譲，吉岡　淳
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実例 ・経験 に 基づ く

　掘削 の た めの地 下水 調査法

　　　　　　　付 （排永計画法）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高橋賢之助 著

　 わ が 国 の よ うに 地 下 水 の 豊富 な 未固結地盤 で 掘削工 事 を

行 う場合 ， 実務者 に欠 か せ ない の が 本書 で あ ろ う。それ は

著者 が，長年掘削工 事 で の 的確 な 地下水処理
・
対策を 目指

し て い る か らで あ る
。

　 著者 は 1981年，『現場経験か らの 根切 りの た め の 地 下 水

調 査 法 』 を 出版 され た が，出版後 も研究
・経験 を重 ね られ

て ， 本書に は こ れ ら研究成果 ， 新 た な現揚事例 の ほ か に 排

水計画法も加 わ り，こ れ に伴 っ て 旧著を大幅 に 修 正 され た。

そ し て 旧著同様，実務者誰 もが 使え る よ うに 配慮 され て，

難 し くほ とん ど利用 され な い 公式や解説は省き，地盤を地

下水 の
“
容れ物

”
と とらえ，現場 で の 現象 ・デー

タ の 解釈

の し か た を豊富な経験 や 実例を基 に，容易に 理 解 で き る よ

う解説 して い る 。

　本書 の 構成 は， 1章 ： 地下水調 査や 地下水処理 の た め の

予 備知識 ， 2 章 ：掘削工 事 の た め の 地盤 調査 の あ り方 ， 3

章 ： 地下掘削の た め の 地下水調査 ， 4 章 ：揚水試験 の 解析

法，5 章 ： 排水計画法，6 章 ； 実際例 と そ の 考察，に なっ

て い て，地下水処理 で 問題 に な る 地盤 ・地下水 の 調査 ・解

析か ら排水計画，そ して 実際例 ま で ， 起承転結 をな して い

る。

　本書 で ，旧著 に加筆され た 主な部分 に は， 1章 ： そ の 後

得 られた地下水位変動 （植物性多糖類 の 影響に よる 変動問

題 を含む，対 策は 3 章） の 例， 2章 ： 地下水 処 理 で 問題 に

な る薄層 の 把握法と して電気検層法 ， 3章 ： 井戸仕上げ に

採用す る ス ワ ビ ン グ， 最近多く採用 され る巻線型ス ク リ
ー

ン
，

4 章 ：揚水 試験 の 解析法 に つ い て ， 5 章 ：全 章 加 筆

（ポ ン プ全揚程 の 計算法 も含む）， 6章 ：新た に現場 の 例，

揚水試験 の 解析 に お け る 問題点，付図
・
付表 ： 自記水位計

の 選定資料，ポ ン プ の 性能表，な ど が あ る。

　最近特 に 都市部 で は，限 られ た 土地 で の 高度な建築物 ・

土木施設 の 建設が多く，掘削工 事 も大型化 ・複雑化 した の

に加え，揚水規制に よ っ て地下水位が相当 な ス ピードで 回

復して い て ， 地下水処理 ・対策に苦慮するケ ー
ス が多い 。

　本書 は ， こ の よ うな 問題 へ の 対 処 を 目指 し て 著 され た も

の で，現場実務者 の 必読 の 書 と して 推薦 で きる 。 そ して ，

経験 ・研究され た 成果 を体系的 に まとめ られ た著者 に，深

く敬意を表 した い
。 　　　　　　　　　　 （三 宅紀治）
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